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令和６年３月１６日（土）
観察会報告
出会った生き物、観察会の様子

亀城公園自然観察会


風もなく春の温かさを感じる中での観察会となりました。しかし、公園内の桜は、昨年と違って、まだ開花を確認することができません。
駐車場のシデコブシが、僅かに一つ二つとピンク色の開花を始めています。３羽のヒヨドリが、シデコブシの蕾を食べている様子を確認。キリリリの、可愛い声の主カワラヒワが登場しました。
体育館近くで、オオイヌノフグリの群生が目に飛び込んできます。学名「ベロニカ」の由来を楽しんだ後、花びらに「見える」キリストの顔観察です。子どもたちが、近くのジンチョウゲの甘い香りに驚いています。除草が丁寧に進む中、「根も葉もない」マツバランが僅かに顔をのぞかせています。4億年前、地上に進出した植物化石の仲間です。除草後の柵内では、ムクドリたちが、餌をついばんでいます。今日のクイズ「鳥たちの足の運び方？」の様子を、みんなでウォッチング。　
池や庭園では、ヒサカキの雄花と雌花の香り、花の違いを観察。カラスノエンドウ、スズメノエンドウ、カスマグサの違いを確認です。そこに、テントウムシの「星いくつ？」で、ナナホシテントウを同定。幼虫もいました。フタホシヒラタアブも登場です。伝統色「紅梅色」を、梅の花のがくで確認。紅梅色が登場する源氏物語「梅枝の帖」の話を、楽しみました。
逢妻川に向かう途中、モズがアオギリのてっぺんで休んでいます。ヤエムグラで、ワッペン遊びに、子どもたちは夢中です。
逢妻川では、コガモの夫婦探し。黄色のパンツガモ探しです。すぐには見つからなかったものの、一つがい二つがいと発見。他にも、ヒドリガモ、オカヨシガモ、マガモ、キンクロハジロ、オオバン、カワウなど、確認できました。庭で見つけたチョウ「キタキチョウ」でなく、「モンキチョウ」や「キタテハ」の飛来もありました。[image: ]

次の観察会は、令和６年５月１８日(第３土曜日)『<テーマ>夏が来る』です。
刈谷市体育館南　東屋・時計塔前　９時３０分集合[image: ]
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集合場所


マツバラン
クイズ「足運びの観察？」　何枚？
オオイヌノフグリ
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　コガモ夫婦


カスマグサの観察
ヒサカキ雄花・雌花



主催：西三河自然観察会・亀城公園自然観察会 / 後援：刈谷市教育委員会
今後の開催[いずれも第３土曜日]
５月１８日（土）：夏が来る
１０月１９日（土）：秋のたより
１２月２１日（土）：冬の世界
お問い合わせ
西三河自然観察会　中川　秀彦
℡：０８０－５１３４－１７９９
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詳細は
亀城公園自然観察会　

URL https://tsunagaru.genki365.net/G0001090/
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